
 

軍
事
利
用
の
協
定
は
拙
速
す
ぎ
る 

県
は
自
衛
隊
の
訓
練
は

防
災
に
役
立
つ
と
言
い
ま

す
が
、
平
時
の
定
義
が
問

題
で
す
。
平
時
と
は
重
要

影
響
事
態
や
存
立
危
機
事

態
も
含
ま
れ
ま
す
が
、
意

味
は
武
器
弾
薬
を
輸
送
し

部
隊
を
展
開
、
米
軍
の
後

方
支
援
が
で
き
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
明
ら
か
に
戦

争
（
有
事
）
準
備
を
日
常
か

ら
行
う
事
を
許
す
も
の
で

す
。
十
分
な
説
明
を
県
民 

に
行
わ
な
い
ま
ま
、
３
月
末
ま
で
に
３
港
湾
を
軍
事
利
用
で

き
る
協
定
を
結
び
た
い
と
知
事
は
答
弁
し
て
い
ま
す
。 

港
を
ど
う
使
う
か
、
許
可
権
を
も
つ
知
事
は
、
地
方
自
治
の

原
点
に
た
ち
国
の
戦
争
準
備
に
対
し
、
拒
否
す
べ
き
で
す
。 

車
免
許
証
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
一
体
化 

県
は
メ
リ
ッ
ト
を
強
調
し
て
デ
ジ
タ
ル
化
を
強
力
に
進
め

て
い
ま
す
。
新
年
度
に
車
の
免
許
証
と
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
統

一
し
て
も
利
用
で
き
る
様
に
す
る
た
め
の
機
器
更
新
の
予
算

が
１
億
９
千
万
円
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。 

高
知
県
警
は
、
強
制
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
、
免
許
証
だ

け
の
方
へ
の
対
応
も
続
け
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

教
員
メ
ン
タ
ル
疾
患
増
加 

相
談
員
配
置
へ 

県
教
育
委
員
会
は
、
教
員
の
病
休
の
内
、
精
神
疾
患
と
診
断

さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
い
る
と
し
、
教
員
の
悩
み
を
聞

く
サ
ポ
ー
ト
員
を
増
や
す
と
説
明
し
ま
し
た
。 

配
置
は
全
県
で
た
っ
た
１
名
。
繰
り
返
さ
れ
る
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
実
態
や
病
休
状
況
か
ら
も
本
来
は
正
規
教
員
や
少
人

数
ク
ラ
ス
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
そ
の
為
の
予
算

や
人
員
配
置
が
改
善
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
状
況
で
す
。 
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－ －

お元気ですか 
 

 

春の風、久万川近くの家には黄色いミモザが満開。 

新年度から所属する委員会は「商工農林水産」、ここは

県内の産業や労働、経済に関わる委員会である。 

市議時代以上に、広く深く労働の現場を知らなければ

ならない。5 月から県内を視察で巡る予定だが、新しい

現場となる農村や漁村、森林現場にワクワクする。 

しっかり学び、働く者の声を届けたい。最後の総務委員

会ではまたもや教育長とバトルになった。今議会は教員

による児童への、わいせつ事件の報告があったが発表で

きたものだけで、１年間に７件の懲戒処分事案が起きた。 

それにも関わらず今回も教育長は記者会見に現れなか

った。さらに重大なのは性暴力の被害者側に対して教育

長は県教委を代表し謝罪と説明に行ったのかと問うが

「行っていません」と軽々答えた。断られたとしても出

向くのが心ある対応ではないだろうか。繰り返される、

この姿勢を周りが指摘できない組織ならば、悲し過ぎる。 

自民党の裏金問題と似ている。秘書を逮捕しても政治

家は他人ごと、これで組織が良くなるとは思えない。 

おたまじゃくし

無料 生活・法律相談会 

４月２１日 午前 10時～12時 
新屋敷事務所 皿田幸憲・弁護士 

４月１７日  夜 18時～20時 
 あぞの事務所 南拓人・弁護士 

＊各事務所にご予約ください     

３月県議会 港軍事利用 強引なデジタル化 教員不足続くなど 新年度予算反対 

港の軍事利用反対・緊急署名4,260 筆「県民への説明を求める」 

≪ 特定重要港湾 県が３市に説明 ≫ 

県＝終始「メリットある」と説明 

３市＝「県を尊重する」と回答  
19 日、県は国から港が指定された高知市・須

崎市・宿毛市（副市長）に対し、県の考え方を説

明した。高知市は市民や議会から不安の声を聞

くとし、丁寧な説明を求めつつも、「軍事利用が

ない」ことを前提で県の意向を尊重するとした。 

  


